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1. はじめに

高齢者の生活交通の確保や交通空白地帯の解消の

ため，全国の多くの地方自治体では，コミュニティバ

スを政策的に導入している．その政策目的達成のため

には，多くの住民に利用してもらうことが求められる

が，実際には，利用者が少ないのが現状である．利用

者増加策の一つとして料金値下げが考えられ，既存利

用者の利用頻度増加や新規利用者の獲得につなげられ

ると考えられている． 

料金値下げに関するコミュニティバスの研究は，こ

れまでに多く行われており，例えば鈴木ら 1)は，バス

利用料金の低廉化施策によって，高齢者のバス利用頻

度の増加を把握している．しかしながら，どのような

要因によって利用変化が生じるかの関係分析について

は，いまだ不十分な点があるといえる． 

そこで本研究では，コミュニティバスに対して認知

している項目に着目し，その認知の度合が料金値下げ

後の利用意向にどのように影響するかを分析する．対

象として，平成 28 年 10 月 1 日より実際に料金値下げ

が行われた愛知県知多市のコミュニティバス「あいあ

いバス」を選定し，料金値下げ前に実施したアンケー

トの結果からその影響を明らかにする． 

2. 研究対象 

2.1 愛知県知多市「あいあいバス」の概要 

 愛知県知多市の人口は，平成 29年 11月現在 85,737
人であり，高齢化率は 26.4％である．「あいあいバス」

は，知多市内で運行されているコミュニティバスで，

各公共施設や中心市街地を巡回し，交通困難者の移動

手段として重要な役割を果たしている．全 3コース（北

部・東部・南部）が市内を運行しており，便数は，北

部のみ毎日往復 6便，東部・南部は平日 10 便，休日 8
便である．料金は，調査時点では 1乗車 200 円であっ

たが，平成 28 年 10 月 1 日から 1 乗車 100 円に改定

された．平成 27 年度の年間利用者数は，63,021 人で

平成 24 年度から減少傾向である． 

2.2 アンケート調査の概要と結果 
本研究では，「あいあいバス」非利用者の料金値下げ

後の利用意向について捉えるため，料金値下げ前の平

成 28 年 9 月に知多市民を対象としてアンケート（住

民アンケート）を配布し，その後，郵送による回収を

行った．配布部数は 1,020 部，回収部数は 378 部，回

収率は 37%であった．アンケートでは，個人属性に加

え，「あいあいバス」に対して知っている項目や，料金

値下げ後の利用意向などを聞いている． 

図 1は，アンケート回答者の年齢比率を示している．

半数以上が「高齢者」であることがわかり，高齢者に

偏った回答になっているといえる． 

図 2に，料金値下げ後の非利用者の「あいあいバス」

の利用意向を示す．この図より，3％が「必ず利用する」

と回答し，「たぶん利用する」を含めた「利用意向あり」

の回答者は約 20％であり，ある程度の住民が，今回の

料金値下げによって新たに「あいあいバス」を利用す

るだろうと期待できる．一方，料金を値下げしても「利

用しない」と答えた「利用意向なし」の回答者は 40％
程度であることもわかる． 

 
図 1 利用者の年齢比率 

 
図 2 料金値下げ後の非利用者の利用意向 

54% 46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者 非高齢者

3% 19% 38% 40%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず利用する たぶん利用する 利用しない わからない

IV-041 土木学会中部支部研究発表会 (2018.3)

-395-



3. 利用意向の変化と各属性との関連分析 
ここではコミュニティバスに対して認知している

項目に着目し，その認知度合が料金値下げ後の利用意

向に及ぼす影響を明らかにする． 

3.1 認知度について 

 本研究における認知度合とは，コミュニティバスに

関する項目について知っているかどうかであり，項目

は「走っていること」「最寄りバス停位置」「最寄りバ

ス停名」「ダイヤ」「目的地までのバス経路」「バス料金」

「バスで行ける場所や施設」「乗り方」の 8 つである． 

項目ごとに，それを知っている回答者数を全回答者

数から引いた数をその項目の認知得点とし，その合計

得点の分布をほぼ 3等分になるように階級分けをし，

得点が高い方から順に，「認知度」が「高い」「中程度」

「低い」とした． 

3.2 分析方法・結果 
 数量化理論第Ⅱ類を用いて，認知度合などの各要因

が料金値下げ後の利用意向に与える影響を分析する．

外的基準は，図 2 で分類した「利用意向あり」と「利

用意向なし」の 2種類とする．説明変数は，「性別」「職

業」「免許の有無」「外出頻度」「主な目的(普段の主な

外出目的)」「目的地」「最寄りバス停までの距離」「認

知度」「料金値下げを知っているか」である． 

表 1は，非高齢者の分析結果を示す．相関比が 0.39
となり，判別的中率は 81.3％となった．第 1 軸はマイ

ナス値が「利用意向なし」，プラス値が「利用意向あり」

の傾向を表している．レンジの値より，料金値下げ後

の利用意向に影響する変数として，「職業」「主な目的」

「免許の有無」「認知度」が挙げられる． 

高齢者の分析結果である表2では，相関比が0.50で，

判別的中率は 85.4％となった．第 1 軸はマイナス値が

「利用意向なし」，プラス値が「利用意向あり」の傾向

を表している．レンジの値より，料金値下げ後の利用

意向に影響する変数は，「外出頻度」「主な目的」「性別」

「職業」「バス停」「認知度」であることがわかる． 

非高齢者では，「主な目的」が「買物」，「学生」，「認

知度」が「高い」の順に「利用意向あり」に強い影響

を与えていることがわかる．高齢者の場合は，「主な目

的」が「通院」，「料金値下げ」を「知っている」，「専

業主婦・主夫」の順に影響力が高く，「認知度」に関し

ては，「低い」人は「利用意向なし」につながっている

こともわかる．いずれの年代においても認知度が低く

ない方が「利用意向あり」となる傾向があり，住民の

コミュニティバスに対する認知度合を高めることは，

料金値下げなどのサービス水準向上後の利用意向を高

めるために最低限必要な取組と思われる． 

4. おわりに 

本研究では，愛知県知多市のコミュニティバス「あ

いあいバス」を対象に，住民アンケートを実施し，コ

ミュニティバスに対する認知度合が料金値下げ後の利

用意向に及ぼす影響を明らかにした． 

今後の課題としては，料金値下げにより，実際にど

う利用状況が変化したかを捉える必要がある． 
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表 1 利用意向の分析結果：非高齢者 

 

表 2 利用意向の分析結果：高齢者 
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